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所沢市議会議員 谷口まさのり発行

◆（２０３８年度までに）西部クリーンセンターでの焼却終了を目指して！

（実現により、年間１０億円レベルのコスト削減も？）

◆『 「雑紙（ざつがみ）くん」を救え！』（燃えるごみに出されている「雑がみ」回収アップへご協力を！

◆『食品ロス』を最少限に！（冷蔵庫管理の更なる「ひと手間」で・・・）

◆物価高の中、『必要な世帯へ、必要な支援』を提言！（詳細は以下の中継録画ＱＲｺｰﾄﾞからご覧下さい。）

ごみ減量特集 ＋α編 

（裏面へ）

Facebook Instagram Ｘ（旧Twitter）

★今後の更なる「ごみ減量」で、西部クリーンセンターでの焼却

を終了し、東部クリーンセンター１か所で、ごみ焼却処理が間

に合うシナリオが・・・（先の話しですが・・・）

2025年12月定例会議の一般質問 で、私、谷口まさのりは、

上述について、今後のシナリオに関する質問や、西部クリーンセンター

（以下、西部ＣＣ）での焼却終了を目指しての提言を行いました。

できるだけ早く、西部ＣＣでの焼却が終了することにより、年間で

１０億円レベルのコスト削減（小学生の給食費の無償化の費用と同じ規模感）が可能になり、

その分のお金を所沢市民の為に、他の施策に活用できるようになると考えます。（以下、要旨）

Ｑ：２０３８年度（令和２０年度）までに、

東部クリーンセンター（以下、東部ＣＣ）１か所

のみで、ごみの焼却が間に合う為のｼﾅﾘｵは？

（環境クリーン部長）  

Ａ：令和７年１月２２日付けの『所沢市・入間市ごみ共同処理施設整備検討会の検討結果について』で示

した、所沢市における将来予測では、（所沢市民）1人１日当たりのごみ排出量は、令和４年度（２０２  

２年度）から令和２０年度（２０３８年度）までに、ごみの発生抑制により２６ｇ、食品ロスで２２ｇを削減 

することとし、雑誌・雑紙、古着・古布、容器包装プラスチックの分別排出で４６ｇの資源化を促進する 

こと。またごみ減量・資源化施策として、新たに剪定枝や紙おむつ等の資源化で、２０３８年度の合計 

ごみ焼却量が５７，７６５トンと推定することから、東部ＣＣの（現時点での）年間焼却可能量５８，０００

トン内に納まると想定している。

西部クリーンセンター（所沢市HPより）

所沢市HPより（一部加工）

↑「雑がみ」回収
に関する
詳細情報

←中継録画

（物価高の支援を含
む／谷口は４番目）



詳細ｴﾋﾟｿｰﾄﾞ付き！プロフィール！

所沢市議会議員 谷口まさのり発行

谷口まさのり プロフィール

◆１９６５年（昭和４０）北海道生まれ(留萌市) ／埼玉大学工学部 環境化学工学科卒業
◆栗田工業（環境系）や省エネ企業に１５年間勤務／1997年の『地球温暖化防止 京都会議（ＣＯＰ３）』参加
◆2011年4月 所沢市議に初当選、現在４期目、（元）副議長、無所属『改革派！』として活動中（現在政党に所属せず）

◆趣味等：スポーツ（西武ライオンズファンクラブ会員）／カラオケ ／カブトムシ採り／大のビール党
日課はメダカのエサやり、ウォーキング時の「花」の観察

◆環境カウンセラー（環境省資格）/社会保険労務士（年金と雇用の関連資格）/認知症サポーター

『始発男』『始発の谷口』と呼ばれております。
始発！ 前 の時間（小手指駅は朝４：４０から／狭山ヶ丘駅は朝５：００から など）から、

駅では、１５年前より、レポートを配布しております。

Ｑ：（谷口まさのり） ①燃やせるごみとして出してしまっている『雑がみ』の中で、ちょっと『ひと手間』で資源
化できそうな雑がみの種類は何か？ ②また『雑がみくんを救え！』等の新たなキャッチコピーで、市民
の行動変容（更なる協力）につながる『物語』的な投げかけでの誘導的施策を行ってはどうか？

 Ａ：（部長） ①『お菓子の箱』、『トイレットペーパーの芯』『包装紙』などである。 ②『ささるような』キャッチコ
       ピーや、萌えるストーリーを盛り込む手法も有効と考える。他市の取り組み等を参考にしながら、市民

の皆様への周知・啓発については引き続き工夫をしていきたい。

Ｑ：（谷口まさのり）市民の『ひと手間』で、更にごみ減量・資源化の効果が期待できる対象は優先別にどの
ようなごみの種類か？

 Ａ：（部長）『食品ロスの削減』と『古紙類（雑がみを含む）の資源化』の２項目と考える。２０２４年度の『ごみ
組成調査』では、燃やせるごみに含まれる食品廃棄物（厨芥ごみ）が約３４％（重量ベース）で、賞味期限

  や消費期限が過ぎてしまった物や食べ残し等による食品ロスが全体の約１０％であった。また古紙類
（雑がみを含む）については全体の約１２％で、特に『雑がみ』が燃えるごみとして出されている現状が
依然としてある。

食品ロスゼロのまちへ 冷蔵庫整理でおいしく食べきり運動（所沢市HPより）

Ｑ：（谷口まさのり）西部ＣＣでの焼却が終了できた場合、（現時点での）コスト削減の効果は？

 Ａ：（部長）西部ＣＣ費の経費が単純に全てなくなるわけではないが、参考としての金額である 
が、西部ＣＣ費の決算額（２０２４年度）は約１２億２，３００万円であった。
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